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ソ連版画家にあてた魯迅の書簡

川 上 久 寿

ソ連の版画芸術家たちに あてた 魯迅 の 手紙が あ る。 それには2通 あ っ

て,1通 は エ リ ・エ ス ・ヒヂ ンス キ イ(工C.X臨HECKH⑳,エ ヌ ・ヴ ェ ・

ア レ クセ ーエ フ(H.B.AlleKceeB),エ ス ・エ ム ・ポ ヂ ャ ール スキ イ(C.M。

Ho撹aPCK戚),エ ス ・エ ム ・モチ ャ ー ロ フ(C.M.MoqanOB),デ ・イ ・ミ ト

ロ ー ヒン( ,IX・H・MHTPOx璽H)あ て の もの で,1934年1月6日 の 日付 に な っ

て い る。 も う1通 は1934年10月27日 付 の もので,ク ラ ヴチ ェン コ,ゴ ン

チ ャ ロ フな どに あ てた とい うことがわか っているだけで,そ の他 内容 な どは

い っ さいわ か らない。 こ うい う書 簡があ るとい うことはかね てか ら知 られ て

はいた。 張望 のr魯 迅 美 術 活 動 年 譜(初 稿)』(r魯 迅 論 美 術 』 編者 張望,

出版 社 人民 美術 出版 社,発 行所 新 華書 店,1956年,215頁 ～234頁,以

下 略 して 『年 譜 』 とい う、)に,「1月9日 モ ス ク ワの版 画 家 ア レ クセ7=フ

等 に手 紙 を 出す 」(一 月九 日 寄 莫 斯科 木刻 家亜 力舎 夫等信 ♪ とあるのが まえ

の1通 で あ る。r年 譜 』 に は 日付 が1月9日 とあ るが,ソ 連 で 発 見 され た 魯

迅 の手 紙 の 日付 が1月6日 な のだ か らr年 譜 』 の1月9日 は 間違 い と断 定 し

て よい。 こ こで問題にす るのは1月6日 付 の ものに か ぎ る。 と ころで,魯 迅

の この手紙 は いつ,ど こで,だ れ に よって 発見 され た のだ ろ うか,大 い に興

味 を そ そ る問 題 で あ る。

中 ソ両 国の文化交流 と友 好関係の増進に尽力 してい るエル ・ベ ロウーソ

フ(P.BeπoycOB)と い うひ とに 『何 千 の漢 字 に 』("BTbtcnvaxife1702Aa一

φoθ")と い う書 物 が あ って,そ の1篇 にr掘 り出 し物 』 な る 文 章 が あ る。

そ れ は問題 の魯迅書簡につ き次 の よ うに書 いてい る。

「い まや魯迅 と ソ連芸術家 との関係につ き 新 たに詳 しい ことが 判 明 し,

興 味 ふ か い事 実 と して よ く 知 られてい る。 それは曹靖華 の追憶記(『 花 』 を
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指す 川上)と さ して遠 か らざ る以前 ソ連 芸術家 たちに よせた魯迅書簡に

負 うところ 大であ る。 この書簡 のほ うは い まの ところあ ま り 知 られ てお ら

ず,魯 迅 の祖 国 た る中 国に おい てす ら知 るものは少ないだろ う,そ れ だ け に

貴 重 な文献 で あ る。」

「魯迅 は レニン グラー ドか ら72点 の版 画 を うけ とる と,ソ ビエ トの友 人

た ち に礼 状 を した ためた。 これ まで われわれは この魯迅書簡についてはかれ

の 日記的な メモか ら知 りえたに とどまっていた。 これは既刊 の魯迅書 簡集 の

どれを とってみ て も収め られていない。魯迅が ソビエ ト芸術家た ちに何を書

きお くったか は不 明のままだ った。 ところが,何 年 も経 過 して突 然,ま った

く予 想 外 に もひ よい と発見 され たのであ る。 これ こそ容易に お 目にかかれぬ

掘 りだ し物 とい うべ きだろ う。それ は レニングラー ドの芸術家 エ リ ・エス ・

ヒヂ ンスキ イの文庫か ら出て きた。 もっとも,そ れ が 中 国語 で な く ロシ ヤ語

で 手書 され ている ことか らみ ると,そ の ころ帰 国 してい た 曹 靖 華 が 魯迅 の依

頼を うけて翻訳 した もの らしい。 中国語に よる原文 は残 され ていない。 した

が って,魯 迅 の手 で 書 き写 され た翻 訳 が 発見 された とい うことは きわめて大

きな価値を もってい る。

曹靖華 の翻訳 した この手紙 は完全な ものであ る。」

以上ベ ロウーソフのr掘 り出 し物 』に よる と,ソ 連 の版 画 家 にあ てた 魯

迅 書 簡 は レニン グラー ドの ヒヂ ンスキ イの文庫か ら,そ れ も さ して遠 か らざ

る時期 に発 見 された のであ る。 前 述 の ベ ロウーソフの著書は1963年 刊 で あ

るか ら,「 さ して遠 か らざ る」 そ の時 は たぶ ん60年 代 で あ って50年 代 で は

な さそ うで あ る。 この本 は発見 の年 月 日を 明記 していないか ら,そ れ は 今 後

の調査 に また ね ば な らない。 こ うい うわけ で,ソ 連 版 画 家 あ て の魯 迅 書 簡 は

何 年 も前か らソ連では公表 されていたのであ る。 ところが,肝 腎 の中 国,そ

れ に 日本 に お い て この書簡 の 内容が知 られず に きた とい うことはおどろ きで

あ り,わ れ われ に とって は シ ョ ッキ ン グで さえあ る。先ず は と りあえず この

書簡 を ここに全訳 しよ う。
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敬 愛 す る 同 志 エ リ ・エ ス ・ ヒ ヂ ン ス キ イ,エ ヌ ・ ヴ ヱ ・ア レ ク セ ー エ

フ,エ ス ・エ ム ・ポ ヂ ャ ー ル ス キ イ,エ ス ・エ ム ・モ チ ャ ー ロ フ ,デ ・イ ・

ミ ト ロ ー ヒ ン1

ご寄贈の作品をあ りがた く落掌いた しました。嬉 しくてたまりません。

多少の困難はまぬかれませんで したが,上 海でこれ らの作品の展覧会をひ ら'

くことができま した。参観にやって来たのは,中 国の若い版画家や芸術専攻

の学生など主に上海の革命的な青年たちです。展覧会は大好評を博 しました

ので,わ れわれはまるで天にものぼる心地でおります。反動新聞でさえあな

たがたの成果をみとめないわけにはゆきませんで した。現在あなたがたや他

のソビエ ト版画家の作品を再版 しようとい う計画が進行中です。 と申 します

のは,中 国の革命的青年はあなたがたの作品がとても好 きで,ま た学ぶとこ

ろも多いか らです。残念なのは,あ なたがたのことを詳 しくしらないとい う

点です。 皆さまめいめいの 簡単な 経歴を お知 らせねがえないで しょうか。

ファヴォールスキイさんやその他す ぐれた ソビエ ト版画家の経歴がほ しいの

です,ど うぞ よろ しくお取 りはか らい くださるようお願い申しあげます。.

後 日,13世 紀の挿画入 り中国古書を 数冊 お送 りいた しま しょう。 それ

にまた,石 版 印刷本も3冊 お送 りするつもりです。中国でそれ らは稀襯書に

なっているもので,木 版印刷の3冊 などはまず博物館に入れる値 うちがある

といってもよいほどです。 これは中世中国芸術の研究 とい う点か らみ ると,

あなたがたにとっては興味あることで しょう。現在では この芸術 もほろんで

しまい,昔 の名人は 「姿をけ し」,若 い世代の弟子はほとんどいないといっ

てもよいあ りさまです。19世 紀の90年 代に挙いてこうい う木刻家をみつけ

ることはむずか しくなっておりました。(つ いでなが ら申しそえます と,そ

のようにかれ らを呼んでも差支えあ りません。なぜな ら,か れ らは 自ら画 く

ことをせず,た だ名高い 画家の原画を木に コッピーするに すぎないか らで

す。)現 在のこされているものといえば,挿 画つきの詩人用書画紙だけです

が,そ れす ら年寄 りの愛書家 と若いエキスパー トがいまなお毛筆を愛用 して
・ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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いる華北にかぎられます。 しか し版画の立場か らすれば,こ れ らのものも古

来の中国版画の最近における見本として興味があ ります。われわれは版画を

愛好す る友人数名をかた らって,『 北京箋譜』の 出版準備をすすめておりま

す。2月 に出版とい うことになるで しょうか ら,そ の節は謹呈させていただ

きましょう。 ソ連の版画家や彫刻家 と直接の関係をむすべないのは遺憾なこ

とです。私が個人的にお送 りしたものが ソビエ ト版画家のどなたに とっても

贈物 となれるように と願っています。

新 らしい版画(ヨ ーロッパの)は 中国ではまだ よく知 られてお りません。

中国の若い左翼芸術家たちが ソビエ トや ドイツの版画を知ってか ら,つ ま

り,一 昨年か らのことですが,こ の芸術の研究がは じまりました。われわれ

は技術教育のため 日本の或る版画家(内 山嘉吉氏のこと 川上)を 招きま

した。 しか し当時 としては,ほ とんどすべての版画愛好家は左翼のもので革

命的傾向をおびていましたか ら,労 働者や メーデーなどとしるした穂 を画

いたものがあ らわれは じめました。そ うい う版画が真理の前に戦藻する白い

支配者のお気にめさぬ ことはい うまでもあ りません。やがて,版 画研究会は

いっさいかっさい禁止の憂きめにあい,入 会 しているものの うちには逮捕さ

れ るものもあ らわれて,い まなお釈放 されないあ りさまです。それ とい うの

も 「ロシヤ人 のまねを している」か らだそ うです。 学校で 版画を 展示 した

り,こ の新 らしい芸術の研究会をつ くった りすることもゆるされ ません。 こ

の弾圧がどれほど上昇 してゆ くか,そ れはむろんあなたがたのほ うがよくご

存知で しょう。あなたがたのツァーは革命芸術の息の根をとめ ることができ

たで しょうか。中国の青年はそ ういう革命的な傾向性のある仕事をつづけて

いるのです。

最近われわれは 版画を習いはじめたばか りの 青年の作品を50点 以上集

めることに成功 しました。パ リーで開催予定の展覧会のためにそれをお送 り

しましょう。パ リー新聞の編集者の細君は後でそれを ソ連に送ると約束 して

お ります。 あなたがたは 遠か らず 今年の夏にそれを ご覧になれるで しょう
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が,そ の時はこの幼稚な作品にご批評をた まわ りた く切にお願い申 しあげ ま

す。中国の若い芸術家にとって必要なものはあなたがたの指導であ り批判 と

指示にほかな りません。それにつき論文或いは中国の同志たちあての手紙を

書けるかも しれないで しょうか ら,薫 同志を通 じ(ロ シヤ語か英語で)わ れ

われあてにお送 りくださるようにどうかお願い申 しあげ ます。

われわれはあなたがたとの揺ぎない友情をむすび うるものと期待 してお

ります。革命の挨拶をもって。

魯迅

1934年1月6日

伊り

私 自身は ロシヤ語 を しらず,ド イ ツ語 が ど うや ら読 め るにす ぎませ ん。
　

この手紙 は友 人のH(ア ダ ム ・ツ ァオ同志)が 翻 訳 しま した 。 あ な た が た の

お手 紙のつ くのを今か今か と待 ちあ ぐんでい るのですが,私 に は それ も読 め

な くな るか も しれ ませ ん。 とい うのは翻訳 して くれ る友人 とは滅多 に会 えな

いか らです。 そ うい うわけで,で き る ことな ら ドイツ語 か 英 語 でお便 りを く

ださい,翻 訳 者 をみ つ け や す い か らです 。 しか し論稿 を ロシヤ語 で書 くこと

はで きます,私 は ツ ァオ にた のみ ま しょ う。

そ のほか小包 には中国の雑誌が数冊 入 ってお りますか ら,モ ス ク ワ在 住
　　

の薫同志に次の書付けを添えてこ転送 ください。」

以上 が魯迅書簡(以 下 『書 簡 』 と よぶ)の 全 訳 で あ る。 これ につ き私 な

りに若干 の問題点或いは疑 問を提起 してみ よ う。そ の まえに補足 的にベ ロウ

ーソラの 『掘 り出 し物』を引か して も らうことにす る。 とい うのは,4頁 に

あ る よ うに パ リーで 開い た 中 国の版画展覧会 はその後 ソ連で開催 され たのだ

が,『 書 簡 』で は 「遠 か らず 今年 の夏 にそれ を ご覧になれ るで しょう」 と書

*ア ダム ・ツァオは曹靖 華 のこ と。

**書 付け は切 られ てい るので,そ れ が受 信人 に渡 され た ことは明 らかです 。
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いてあ り,そ のソ連でひ らかれた中国の版画展覧会についてベロウ・一ソフが

『掘 り出 し物』に書いているか らである。『掘 り出 し物』は次のとお り書きは

じめ られ る。

「モスクワで 中国の版画展覧会がひ らかれた。 その多 くの作品か ら作者

の高い技巧,い かに して建設の情熱を完全に表現 しようか とい う努力,い か

に して深刻かつ虚飾な しに新 しい人間とその事業を表現 しようかといった事

どもを伺い しることができた。 展覧会において われわれの 眼にとまったの

は,作 者の多様 さにもかかわらず,そ の創作方法には民族性があって,主 題

の提示方法は素朴であ り,詩 的気分の盗れていることだった。祖国とその自

然にたいす る愛情のモチーフ,民 族的伝統および民族の版画絵画とむすびつ

いたテーマ,そ のすべてが中国芸術家の作品に具現されていた。展示品の う

ちで重要なものは挿画版画であって,と りわけ筆頭にあげるべ きものは,魯

迅小説の挿画だった。た とえば,有 名な古元の 『祝福』をテーマに した版画

がそれであ り,さ らにもうひとつ,魯 迅小説の挿画になった野夫の 『子供を

救え』がある。

魯迅の二『狂人 日記』の挿画は,不 具の子供を背後に して,不 幸な人の友

たるヒューマニス ト作家魯迅の物思いに耽 る深刻な姿を遠近法で描写 してい

る。 この版画は魯迅の小説の意味表現では出色のものであ り,作 者の思想 を

あ らわ し,作 品の理解に役立つ。魯迅が本の挿画を重視 したのは周知のこと

で,そ れ とい うのも,挿 画 とい うものは作品の芸術形象をおぎない,登 場人

物の描写をたすけ,作 者 の 描 く時代の 風俗習慣を よく理解 させ るからであ

る。魯迅によれば文学を版画に近づかせ ることが必要だった。挿画の芸術性

により書物 の意味は補足 され るし,ま たいっそ うわか り易 くなる。挿画は独

特な宣伝広告 とならねばならぬ,こ うかれは考えた。」

ここに引用 したベロウーソフの文章は 『書簡』にたいするよき解説注釈

となろ う。 それは 『年譜』 と対比 してみてもわかる。 『年譜』か らこれに関

連ある個所をひろ うと次のようなものがみあたるだけでご く簡単である。
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四月 ×日"中 国革命美術展覧会"在 旦黎開幕,該 会出品是由鯉,宋 慶

齢等所収集的,法 国共産党"人 道報"曾 撰文讃揚。つまりパ リーでの展覧会

は1934年4月 の某 日に,中 国革命美術展覧会の名のもとにひ らかれ,そ の

出品作品は魯迅や宋慶齢が集めたもので,フ ランス共産党機関紙ユマニテは

この展覧会をたいへん称讃 したとい うことである。

さらにモスクワでの展覧会にかんする 『年譜』の記事 としては,陳 姻橋

あて1934年6月20日 付の手紙が引用されているだけにすぎない。

六月三十 日給陳姻橋信中説:"一 位差国人告訴我,他 従一個笹里 人聴来・

我1門的絵画(是 抵 作家的作品)及 木刻,在 旦墾展覧 根成功;又 従一塑

人聴来,迭 些作品又在莫斯科展覧,評 論根好云云。"迭 裏所説美国人即A・

史沫特莱女士。

これでみると,「 これ らの作品は モスクワでも展覧され,非 常な好評を

博 したとい う」とモスクワでの中国版画展覧会につ ぎ記 している。ついでな

が らこの 『年譜』の誤 りを 正 しておくと,「 六月三十 日」とい うのは 「六月

二十 日」のまちがいであ り,ま た 「一位美国人」は魯迅全集では 「一個美国

人」 となっている。また 「一位美国人」 とはアグネス ・スメ ドレーのことで

あるか ら 「他」 とい う男性の代名詞で うけるのは明らかに誤 りなはずである

が,こ れは魯迅の故意 に出つるものであろ う。万一 この書簡がその筋の手中

におちたばあいスメ ドレーに迷惑がかか らぬ ようにとい う魯迅の配慮にちが

いあるまい。それはとにか く,好 評を博 したモスクワでの中国版画展覧会に

つきわれわれの 知 りうる 唯一の ソ連側の記録が ベ ロウーソフの 『掘 り出 し

物』であることは確かである。 これには好評を うけた理由か ら,展 示出品 し

た作品名の 主だったもの,魯 迅が ソ連の 版画家たちに 求めていた批判,指

導,指 示 といったものさえ暗示されている。も しベ ロウーソフのようなひと

がさらに当時の版画家たちの手記や 日記,評 論などを集めたな らば,も っと

新たな事実が明るみに出て くるだろう。 このひとはエロシェンコについても

長年かかってその生涯を調べあげたほ どだか ら,或 いは新 しい資料を発掘 し
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て くれ るか も しれない。

ベ ロウー ソフは さらにつづげ て 『書簡 』が どの ような経緯 で書 かれ たか

を記 してい る。 これ は長いが 『書簡』 に対す るよき注釈 とな るか ら引かせ て

いただ く。

「1934年 は じめ に 魯 迅 が こ うい う手紙 を ソ連版画家に よせ ていた とい う

ことは,知 られ てだ け は い た もの の,そ の 内容 に い た って は謎 だ った。 この

手紙 に どんな ことが 書かれ ているか を よりよ く知 るためには,『 鉄 の流 れ 』

の 中 国語 訳 出版 準 備 の時期,つ ま り1931年 か ら 話 が は じま らね ば な らぬ 。

ち ょ うどその とき,魯 迅 は セ ラ フ ィモ ヴ ィチ の 『鉄 の流れ 』のため にかいた

ピスカ レフの挿画 を偶然に も 『版画』 とい う雑誌でみた。 それ らが魯迅の気

に入 ったのは,小 説 の精 神 を的 確 につ た え て い ることと原文を充分 に補足 し

うる表 現性に よってである。 中国の読者に紹介 したい とい う気持 をか きた て

られ た魯迅 は中国語訳本に もそれ を おさめ る ことに した。

しか しど う して原画 を入手す るか。それ がなければ鮮明な印象をか くこ

とは必定 であ る。 なんと しても原 画 を必要 とす る。魯迅はその ころ レニン グ

ラー ドにいた友人 の曹靖華に ピスカ レフの版画 を4点 捜 して くれ る よ う依 頼

した。 作 者 た る ピスカ レフ自身に頼み こめば原画 は手に入 るだ ろ う。魯迅 は

1931年2月24日 付 の曹 靖 華 に あ て た 手紙 に書 い てい る。 『も しr鉄 の流 れ 』

の版 画 が 手 に入 る とす ればぜ ひ 買 って送 って くだ さい。』 その年 あ6月 に な

って も版 画 集 め が はか ど らないので,か れ は また催 促 をす る,『 版 画 が 手 に

入 らな けれ ば,最 近 君 に も らった は が きを挿 画 が わ りに用 い ると しよ う。』

曹靖 華のほ うでは この手紙を うけ とると遅滞 な く版画の作者 を さが しは

じめた。 しか しどれ ほ ど捜 してみ ても徒労に帰 したのだ った。絶 望 しかけた

かれ は セラフ ィモ ヴ ィチに頼 る ことに した。 とい うのは 『鉄 の流れ』のため

挿画 をか いて くれ たひ とが何処 に住 んでい るか セ ラフ ィモ ヴ ィチの知 らぬは

ず はあ るまい と思 ったか らだ。曹靖華 はつい に版画の作者 の住所 を捜 しあて

た。 ピスカ レフはモスクワにいたのであ る。 曹靖華 は11月 に レニ ン グ ラ ー
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ドか らモスクワへ出向いた。かれは魯迅に事の次第を書 きつづ り,待 望の版

画 を送 りとどけることができたのである。」

この待望の版画を魯迅に送れ るまでにいたったおもしろい話を曹靖華は

語っている。かれはピスカレフの家で 『鉄の流れ』の挿画を見 ることができ

たばか りか,ソ 連の忠実な友人たる魯迅のために物質欲をはなれた同志 とし

ての革命家の 精神を発揮 した ピスカレフにたい して 感激の思いを 綴ってい

る。r同 志,そ れはちが う,魯 迅が ソ連の信頼 しうる友たることはよく知 っ

ています よ。あなたたちの目的,意 図はすっか りわかってお ります。それは

いかほどの金銭 よりも貴い。気に入ったものを選んでお持ち帰 りください。」

これは版画の裏側に しるしてある値段の莫大な数字に気落ち した曹靖華のよ

うすか ら事の事情を察 したピスカレフのことばである。曹靖華 としてはその

好意は うけると しても 『礼は往来を尚ぶ』であるから何 らかの謝金は出さね

ばな らぬ し,そ れにこの芸術家のr私 物を共有化』す ることは情において忍

びかたいものがあった。金もほ しが らず恩を着せることもあえて しない真に

プロレタ リヤ国際主義の精神に徹 した ピスカレフは気をつかって こういった

ものである。 「謝金なんぞの ことで くよくよしないで下 さい。 これ らの画が

中国語訳本にのるとすれば,よ い謝礼金になるで しょう。それだけでは不充

分だと思 うな ら,そ してあなたにできることなら,特 に版画用になる中国の

宣紙をお くってください。それが私には何 よりの贈物にな ります よ。」

魯迅の書簡集や 日記でこの年代のものに ソ連の版画家に送る紙の ことが

頻繁にでてくるのはこうしたいきさつか らである。曹靖華は興味あ り記念す

べき追憶をさらにつづけ る。

「版画用には中国の宣紙が最適で世界随一です とピスカレフはいっ

た それは柔かで墨の吸収がよい,… …理想的な紙です。 しか しわれわれ

には買えない。同志,ご 存知のとお り,わ れわれは全力をあげて建設に従事

しています。でないと,永 遠に資本主義の束縛か ら抜け出せ ません し,永 遠

に立ちあがれ ません。そ うい うことか ら,国 家にたい して外国為替を要求 し
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て宣紙を買 うことはで き ませ ん し,ま たす べ きで もない ので す。 しか しわれ

われ版画家 は中国 の宣紙をあ き らめ きれないのです よ……」

こ うい うことで,曹 靖 華 は大 喜 び しそ の 旨 を魯迅 に伝 え る。魯迅 は ピス

カレフの好意にむ くい るに好意 を もって し,版 画 と引 き換 えに 中 国 の 宣紙 を

送 る ことにな ったのであ る。

曹靖華 の これ らの文章 を読 んでい ると,私 は妙 な気 持 に な って くる。 現

在 の冷 た くて憎 しみにみちみちて敵対関係 にあ る中 ソの現実 を毎 日の ように

いや とい うほ ど見せつけ られ てい るわれわれに とって,か つ て は存 在 した こ

との あ る同 志 愛 とか革命的友誼,或 いは プ ロレ タ リヤ 国際 主 義 が あ ま りに も

対照的に映 し出 され てい るか らだ。そ うい う点か らす れば,ベ ロウ ー ソ フの

『掘 り出 し物 』 は 『書簡』 の 注釈た るに とどま らず,中 ソ文 化 交 流 史 の記 念

す べ き資 料 で もあ るか ら,曹 靖 華 の 『花 』 にみ え ない個 所 を さ らにあげ てみ

よ う。

「曹靖華 は中国へ版画を郵送す るばあい 二つ の小包に分 けた。 それは紛

失 した り 中国の検 閲に ひ っかか って 没収 され る ことも 慮 っていたか らであ

る。

版画 さが しのい きさつ と作者 の要望を しった魯迅 は最上等 の紙 を買い こ

んだ。 当時 さすが の魯迅 もこの交換が どんな結果 を もた らすか予想だにでき

なか った し,こ れ らの挿 画 を 捜 し集 め た こ とか ら中国に おいて ソビエ ト版画

の蒐集 が本格的には じめ られ るよ うになろ うな どとは殆 ん ど思 って もみなか

ったにちがいない。

1932年4月 末 魯迅 は安 徽 省 産 の宣 紙 と 日本 紙 を450枚 買 い,6巻 きに荷

造 って レニ ソ グ ラ ー ドへ 送 った。曹 靖華は魯迅 の依頼に よりその大部分 を ピ

スカ レフに,残 りを他 の版 画 家 に分 け あ た え たので あ る。」

「魯迅は紙 のお返 しと して 版画 の小包を二つ受 け とった。 それは,ピ ス

カ レ フの作 品73点,ア ・クラ ヴチ ェソ コの作 品1点,ヴ=・ フ ァヴ ォ ール

スキ イの もの6点,ぺ ・パ ヴ リノ ブの もの1点,そ れ に ア ・ゴンチ ャ ロ フの
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作品が16点 で あ った 。」

曹 靖 華 が 危 惧 した小 包 の紛失や没収 が現実の ことと してあ らわれた こと

は魯迅が 『引玉集』 のあ とが きに 「も うひ とつの小包 は郵便局で紛失 した の

で さがす よす が もない,ど ん な作 者 の作 品 が そ の 中 に あ ったか もわか らぬ 。」

と書 いてい ることか らも明か である。

「二つめの小包は1933年 の暮 に とどい た。 そ の三 ヵ月 前,秋 の或 る 日魯 .

迅 は安 徽紙 を も う一 包 み 送 っていた。そ のお返 しに ソ ビエ ト版画の大 家たち

の作品72点 が 送 られ て きた。 魯迅 はそ の おかげ で 版画展覧会を2回 も上 海

で ひ らけ る よ うに な った のであ る。当時 と しては ソビエ トの作品だけの展覧

会はひ らけなか った ので,日 本 な どの版 画 の 間 に ソ ビエ トの ものを陳列 して

は好 ま しか らざ る客の注意 をそ らさねばな らなか った。

魯迅 が展覧会 を開催 した 目的は,職 業 の,と りわけ 中 国 の青年 版 画 家 だ

け に か ぎ らず,広 く社 会一 般 の人 び とに ソ ビエ トの芸術 家の作 品を紹介す る

ことにあ った。中国では ソ ビエ ト文学に よって と同 じよ うに ソビエ ト版 画に

よって ロシヤの実情 がわか り,ロ シヤで 行 なわ れ て い る事 ど もの意味が理解

され ていたのであ る。それだか らこそ魯迅は 『われわれは も う迷 う理 由はな

いだ ろ う』 とい った のであ る。 ソビエ ト版 画の傑作 を しった多 くの中国人 は

『幻想 の世界か ら現実 の大地 に移 れ る』,そ うか れ は考 え た。 ソ ビエ トの版画

に表現 された工 場,ダ ム,建 築 物,労 働 者,住 宅,飛 行機 は説 明 を必要 とせ

ず,そ れ 自身 が よ く物 語 って お り,人 民 とい う大 巨 匠 の空 前 の成功 を しめす

宣伝性 をおびた作 品であ る。かれ らは困難や歎苦 に打 ち勝 ち不屈 の意志 を も

って新 ら しい ロシヤを建設 した人び となのだ。 ソビエ ト版画に中国人が見 た

ものは,『 ソ ビエ ト芸術 の成 果 ば か りで はない』 ことを 魯迅は よ く知 ってい

た。」

以上にみて きた よ うに,ベ ロウ ー ソ フ の 『掘 り出 し物 』 は1931年 に 魯

迅 が 『鉄 の流 れ 』 の挿 画4点 を さが す よ うレ ニ ング ラー ド在住 の曹靖華に依

頼 した ことか らは じま り,1934年 の モ ス ク ワに おけ る 中 国 の版 画 展覧会 開
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催にいたるまでの経過,経 緯を曹靖華の 『花』 も参考に しなが ら書いた もの

であって,中 国側の記述を補 うにた るものである。

ここで 『書簡 』 とこれに関す るベ ロウーソフの記述 に脇 におちない こと

が若干あ るので,そ れ につ い てふ れ よ う。

ひ とつ は,「 二 つ め の小 包 は1933年 の暮 に と どい た 。 そ の三 ヵ 月前,秋

の或 る 日魯 迅 は 安徽 紙 を も う一包み送 っていた。その お返 しに ソビエ ト版画

の大家た ちの作品72点 が送 られ て きた。 魯迅 は そ の おかげで 版画展 覧会を

2回 も上 海 で ひ らけ る よ うに な ったのであ る。」 とい う個所 であ る。 魯迅 の

『引玉集 』後記 をみ ると,「 去年 秋 間,我 才 又 記得 了"鉄 流"圏,請 文 学 社 製

版 附 在"文 学"第 一 期 中,這 図総算 到 底 和 中 国的読 者 見 了面。同時,我 又 寄

了一 包 宣 紙 去,三 ノト月之 後,換 来的 是 法復 繭 斯基 五 幅,畢 珂 夫 十一 幅,墓 塞

羅夫 二 幅,希 仁 斯基 和 波 査 日斯基 各 五 幅,亜 歴 克 舎 夫 四十 一 幅,密 徳 羅 辛 三

幅,数 目比 上 一 次 更多 了。 莫 察 羅 夫 以下的五 全,都 是 住 在 列 寧 格 樹 的木 刻

家 。」 とあ るか ら,ベ ロウ ー ソ フが この 後記 を も とに して 書いてい る ことは

明 らかで あ る。 去年 の秋,つ ま り1933年 の秋 に宣 紙 を一 包 み ソ連 の版 画 家

に送 って,そ の三 ヵ 月後 に フ ァヴ ォール ス キ イ そ の他の人 々の作品を72点

紙 の お礼 に 受取 った 。 これ は 魯迅がみずか ら記 してい ることであ る。 ところ

が魯迅 日記に も 『年譜』に も72点 の版 画 を 受 け と った ことが 記 してない。

ベ ロウー ソフは1933年 の暮 に と どい た と 書 い て い るが,暮 のいつ 頃 と どい

たか も 判 明 しな い。 それで 「1933年 の秋 」 の 月 日,せ め て 月だ け で もわか

れば い くらか助か るのだが,そ れ も判 然 と しな い。 魯迅 日記,そ れ に曹 靖 華

あ て書 簡 『年 譜 』 に もそ の記載 はない。 したが って,「 去 年 の秋 の或 る 日」

が何 月何 日か,は っき り しな い ことに は72点 の 版 画 の と どい た 日は断 定 さ

れ ない 。ただ,魯 迅 は72点 の版 画 の礼 状 を1934年 の1月6日 に書 い てい る

のだ か ら,そ してそ の手紙 も曹靖 華 の手 を煩 わ して ロシヤ語に訳 して もらっ

てい るのだか ら,お そ ら く ソ連 か ら 送 られ て きた版画 は1933年 の暮 に は と

どい た の だ ろ うとい う推 測はつ く。だか らベ ロウーソフのい う「1933年 の暮
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は正 しいとみてまちがいないか もしれないが,ま だ疑問が残 されている。そ

れか らなお私にとって不審なのは 「版画展覧会を上海で2回 ひらいた」 とい

うことである。『書簡』には送 られてきた72点 の展覧会をひ らいた と書いて

あるに もかかわらず,1933年 の暮か ら1934年1月 初旬へかけての魯迅 日記

にはその旨の記事がない。書き忘れたのか とも思われ るが,あ れほど魯迅を

欣喜雀躍させた ソ連版画,そ の展覧会開催の成功,そ れにつき一言半句も日

記に しるされていないのが私にはふ しぎでならないのである。 もっとも魯迅

日記の1933年12月2日 には 「下午往 日本基督教青年会観俄法書籍挿画展覧

会」 とい う記事がある。 これは1933年12月 中の 日記で展覧会にかんす る唯

一の記録である。そ してこれは王士蓄の魯迅伝に記す ものと一致するのでは

あるまいか。 王士著は次のように書 く。 「一九三三年冬天的那一次版画展覧

会,便 是魯迅一手経営的。因為当時的環境特殊,他 把会場分倣丙・↑、:第 一会

場在北四川路千愛里四十五号,作 品是塵 迭～甦 等国的版画;第 二会場在

老靭子路海能路 日本青年会,作 品是甦,≧ …,些 ・酉!査 レ 差等国的版画・

迭一些版画的収集是根不容易的,蘇 朕的那一些名貴的版画,由 是鯉 託盤

華先生在蘇朕費了許多心血収集得来的……(481頁)王 士著が 「1933年 の冬

のあのときの 版画展覧会」 とい うのは12月2日 の ものを 指すのではなかろ

うか。 ただ12月2日 の 日記は 「日本基督教青年会」 とあるのに,王 士蓄は

「日本青年会」と書いていること,(も っとも王士著は基督教 の3字 を簡単化

のためわざと略 したのか もしれない。 これまで も中国の文人はよくそ うい う

簡略化を行なってきた。 それとも書 き忘れたか。)そ れに日記のほ うは 「俄

法書籍挿画展覧会」なのに王士蓄はただの 「展覧会」と していることが問題

になる。 この2点 か ら12月2日 の展覧会は ソ連から送 られた72点 を含む も

のでr書 簡』に記されてい るものではなさそ うにみえるが,他 方では 「1933

年 の冬」 とい うことばに 私はこだわる。12月2日 の日記のほか 展覧会につ

き記す ものは,1933年10月14日 の 日記に,「 下午同広平i携海嬰往木刻展覧

会。」とみえる。そ して翌15日 にも 「下午往木刻展覧会」と記 している。『年
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譜』はこの日記をもとに したとみえて次のようになっている。 「同月(十 月

の こと一 川上)十 四 日主力・第三次珍蔵版画展覧会開幕。会場分設上海北四

川路千愛里与老靱子路 日本青年会函処挙行,出 品有蘇,法,比,葡,美 等国

作品。次 日又復往展覧会。」 これを見てただちに 気づ くことは 会場といい出

品作品の国名 といい王士蓄の魯迅伝の記述 とおな じであって,ち が うのは月

日と 「珍蔵版画展覧会」だけである。 「珍蔵」の名のつ く展覧会は これが第

3回 であるか ら念のため 第1回 と第2回 のものをr年 譜』で しらべてみる

と,「十月四 日主力・:第一次珍蔵版画展覧会開幕。該展覧会与内山完造合亦,

内容有蘇,徳,法 等国作品,主 要是蘇朕的本刻。地点設上海北四川路"購 買

組合"第 一店楼上。次 日又赴展覧会。」 とあって,こ れは魯迅 日記1930年10

月4日 の 「与内山君同開版画展覧会干購買組合第一店楼上。」と5日 の 「下午

往版画展覧会。」に もとつ くもので あることがわかる。 第2回 は 「是年挙力・

第二次珍蔵版画展覧会(地 点同第一一次,時 間待考)。」 とあって1932年 に 開

かれた ことだけをいい,月 日は不明で後 日の考証に待つ としている。むろん

魯迅 日記にはそれらしい記載がない。6月4日 には ドイツ版画展覧会を見に

いった こと,6月26日 に 青年会観春地美術研究所展覧会に 広平 と海嬰 と共

に見にいっただけである。第1回,第3回 いずれのばあい も魯迅 日記の記述

に 「珍蔵」の二字はみえない。 これは張望が修飾語 としてつけたものか,そ

れとも当時 この名の展覧会でよばれたのか,そ の辺のことはわか らない。 と

にか く珍蔵の名のつ く第3回 の展覧会,つ まり1933年10月14日 に開催の

ものは,『 書簡』にい う展覧会でないことはた しかである。 したが って ベ ロ

ウーソフのい う二つの展覧会の うちのひとつで もないはずである。 とすれぼ

12月2日 に 日本キ リス ト教青年会で開かれた 「露仏書籍挿画展覧会」の こと

にな りそ うである。それでなければ魯迅 日記に も魯迅書簡に も書き漏 らした

版画展覧会があった ことになろ う。或いはそれが真実か もしれない。それは

当時上海におられて 版画の指導に あたっていた 内山嘉吉氏の いちばんよく

知ってお られ ることだろうか ら,内 山氏のご教示をたまわ りたい ところであ
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る。 それ か らベ ロウ ・一ソ フ氏 に もご教示 頂 きたいのは 「二つの展 覧会」が い

つ開催 された のか,と い うこ とで あ る。 ひ とつ は 『書簡』に書 いてあ るもの

であ ることは 自明であ るが,も うひ とつ は1936年2月20日 に上 海 で ひ らい

た ソ連 版 画 展 覧会 も含むか どうか,と い うこ とで あ る。

また 些 細 な ことであ るが一,二 つ け加 え る。 『書 簡 』 中 の 「13世 紀 の挿

画 入 り中 国古 書 を数 冊 お送 りいた しま しょう。それに また,石 版 印刷 本 も3

冊 お送 りす るつ も りです 。」 とい うのは,r年 譜 』 にみ え る 「1月9日 寄 莫 斯

科 木刻 家 亜 力 舎 夫等 信,井 贈 画 冊 木版 本 顧 凱 之 画"列 女 伝","梅 譜","笑 堂

画伝","石 印歴 代 名 人 画 譜","耕 織 図",等 画冊 共 十 七 本 。」 な どの書物 を 指

す ものであろ う。 『年譜』に よると手紙 も本 も同 じく9日 に送 った こ とに な

ってい るが,手 紙 は6日 付 で あ るか ら,『 年 譜 』 は誤 りで あ る。 本 の ほ うは

9日 に 送 られ た,そ れ は ベ ロ ウー ソ フが 「後 日」 と書 いてい ることと一致す

る。

それか ら,『 書 簡 』 は 『北 京 箋 譜 』 に つ い て 「2月 に 出版 とい うこ とに

な るで しょ う」 と書いてい るが,実 際 は1月 出版 の は こび に な った か ら,予

定 よ り早 ま った もの とみ え る。

以上 の よ うに ベ ロウー ソフの 『掘 り出 し物 』の おかげで,『 年 譜 』 の誤

りを か な り直 す ことがで きた。そ うい う点か らみて も張望 の 『年譜』の信 愚

性 は初稿 とはい えあま り高 くないのではなか ろ うか。志 賀正年氏 のr魯 迅業

績 年 表 』 に よる と,「1933年10月 版 画 展 覧 会 を 開 く 〔第 一 会 場 一北四川路千

愛里 四十五 号。第二会場 一老 靭子路海能路 日本青年会。〕とあ り,中 川俊 氏 編

『魯 迅年 譜 』 に は,「 版 画展 覧 会 を北 四 川路,老 靭子 路 のニ ヵ所 で 開 く。 作 品

は米,ソ 聯,独,仏,ス ペ イン,ポ ル トガ ル等世 界 各 国 の作 品 を展 覧,魯 迅

の尽 力 に よ る。(新 知 書店 出版 王 士 蓄 「魯迅 伝 」 七九)と 出 て い て,そ れ を

1933年10月 の事 項 と してい る。 志 賀 氏 の ものは別 と して,中 川 氏 の年 譜 は

王 士 苦 の魯 迅伝 に よ りなが ら 展覧会 をば 冬 でな く10月 の事項 に して い るの

は おか しい 。 こうい うことでベ ロウーソフの 『掘 り出 し物』 は各方面 に波紋
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を まきお こ しそ うであ る。

最後に,こ れ は最 初 に ち ょっ と触 れ た ことだが,『 書簡 』が 何 年 も前 に

発 見 され て いたに もかかわ らず,中 国で は ど う して公表 され なか ったか,そ

の結 果 日本 の われ われ もそ の 手紙 の内容を しらなか ったのはど うしてだ った

か,と い う ことに 一 言 ふれ よ う。 「魯迅 の祖国た る中国においてす ら知 るも

のは少ないだ ろ う。」 とベ ロウーソフはい う。その ことば に誤 りはあ るまい。

ベ ロウーソフの 著書が1963年 に刊 行 され た とい う ことか ら,わ れ われ は即

座 に中 ソの公 開論 争 を思い お こす。 中 ソ公開論争は正確 にい えば1962年12

月か ら とされ るが,安 藤 彦 太 郎氏 に よれ ば 「1960年4月,『 紅 旗 』 が発 表 し

た 『レ ーニ ン主 義万歳 』 と題す る論文 は,国 際 共産 主 義運 動 の総 路 線 を め ぐ

る中国の見解 を 系統 的にあ きらかに して,な かば 公 然 の 中 ソ論 争 が 火 を 吹

き,同 年6月 ブカ レス トで 開か れ た共 産 党 会議 はそ の激烈な論戦 の場 とな っ

た。」 とい うことで,事 実 上 の公 開論 争 は1960年 に は じま って い た。 だか ら

『書簡 』 が中国に おいてあ ま り知 られ なか った ことと 中 ソの イデオ ロギ イの

論争 とは無関係 であ りえない。 中国は意識的に この 『書簡』を無視 したので

はなか ろ うか。 そ う断定 しても よい よ うな ふ しが あ る。 それ とい うのは,

1956年 の ソ連共 産 党 第20回 大 会 に は じ.まる 中 ソの イデ オ ロギ イの 対 立 か

ら,ソ 連 は一 方 的 に圧 力 を加 え プ ロレタ リヤ国際主義をふみに じる数 々の所

業 に およんだか らだ。す なわち,ソ 連 は 国防 新 技 術 にか んす る協 定 を一方的

に破棄 し,原 爆 のサ ン プル と原 爆 生 産 の技 術資料 の提供 を拒否 し,中 国 にい

た 約1,400名 の ソ連 専 門 家 を事 前 通 告 な しに1ヵ 月 以 内 に青 写 真 も ろ と も引

きあげ させ る等 々で,「 それ は1964年 に な って も中共 中央 に,ソ 共 中央 宛 書

簡 の なか で,『 中 国人 民 は い まあ な たが た が 専門家をひ きあげ たために うけ

た傷 あ とをいや したばか りであ る。す ぎさった 出来 ごとの記憶 はい まなおな

まな ま しい』 と書かせたほ どに強い衝撃 をあたえたものであ った。」(安 藤 彦

太 郎,プ ロ レタ リア文 化 大 革 命,大 安,1967年,47-48頁)こ のつ よい衝 撃

に ひ たす ら耐 えぬ く ことを しい られ ていた中国に 『書簡 』が公然 とあ らわれ
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ることはまずなかったであろうとは容易に推測 しうることである。そのよう

な時期に 『書簡』が発見されたとい うことは不幸であった。書物にはそれぞ

れの運命がある,と ベロウーソフはい う。書物に運命があれば,む ろん書簡

にも運命があろ う。 この 『書簡』は時機を失 して発見 された とい うことで魯

迅書簡の うち薄幸も最たるものであろ うし,凄 愴な人間社会の運命を背おっ

ていることでも最たるものであるにちがいない。

1969年8月

附記 王士蕃の魯迅伝481頁 にみえる 「老靭子路海能路日本青年会」の日本青

年会というのは日本基督教青年会と別物ではない,つ ま り同一なものと私には思わ

れたので,こ の旨内山嘉吉氏に ご教示をこ うた。すると,先 生は手元に資料がな く

て確かめ られないが,と ことわ られて.次 のようなご返事を下さった。

「御尋ねの日本基督教青年会は 御言葉通 り老鞄子路を東に入った所にありまし

た,魯 迅 さんの資料が手元にあ りませんので確められませんが王士蓄の文章にある

ものと同一と考えられます。」

本論で疑問とした10月 の木刻展についても,「十月の木刻展 もち ょっと記録 し

てあ りますが,こ れ も資料が手元にな く確実な御返事を差上げられないのが残念で

す……」ということで,後 日内山先生がお しらべ下 さるそ うだか ら,や がていろい

ろ と不明な点が明 らかになると思 う。

引用した中国語のうちには活字がなくて日本の略字を用いたものがある。
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